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1. はじめに 

5Gでは高速化を目的として広帯域幅が利用可能な高周

波数帯の利用が検討されている．高周波数帯を利用する

場合，伝搬損失が大きくなり受信 SINRが劣化する．これを

改善する技術としてリレー通信がある．これまでに筆者らは

光無線リレーを提案し，2GHzにおける伝送特性を評価して

きた．特に光無線リレーを同一周波数かつ同一タイミングで

動作させた場合のリレー局(RN: Relay Node)における希望

信号対干渉波電力の比 DURを明らかにしてきた[1]． 

本稿では，28GHz において同一周波数・同一タイミング

で動作する光無線リレーの伝送特性を明らかにする． 

 

2. 同一タイミング光無線インバンドリレー 

光無線リレーでは，対基地局 RN(RNeNB)と対端末 RN 

(RNUE)を地理的に分離しそれらを光ファイバで接続する．

光無線リレーを同一周波数・同一タイミングで動作させる場

合，図 1 に示すようにバックホールリンク(eNB-RNeNB)とアク

セスリンク(RNUE-UE)間でリンク間干渉が②が生じる．また，

複数セルで解析を行うため他セルの RNおよび基地局から

の干渉③，④を加える． 

 

3. 解析結果 

本稿では，下り回線における RNeNBでの DUR を算出す

る．表 1 に解析諸元を示す．7 セル 3 セクタ構成とし，セル

半径，eNBの送信電力はそれぞれ 80m，35dBmとした[2]． 

図 2 に光ファイバ長 L に対する RNeNBでの受信電力を

示す．L < 10mではリンク間干渉が支配的で，L > 10mでは

他セルからの干渉が支配的となる．図 3 に図 2 の結果から

求まる光ファイバ長 Lに対する DURを示す．例えば，所望

DUR を 30dB とすると，光ファイバ長 L は 10m 以上とすれ

ば良い． 

 

4. おわりに 

本稿では，28GHz において同一周波数・同一タイミング

で動作する光無線リレーの伝送特性を明らかにした．リンク

間干渉および他セルからの干渉を考慮すると，下り回線で

は，光ファイバ長 Lを 10m以上とすれば DUR > 30dB とな

ることを明らかにした． 
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図 1 光無線リレーの解析モデル 

 

表 1 解析諸元 

 
 

 
図 2 光ファイバ長 Lに対する RNeNBでの受信電力特性 

 

 
図 3 光ファイバ長 Lに対する RNeNBでの DUR特性 
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